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28 H26.1.21（火）

■ 開会点鐘　■ ■ロータリーソング「我らの生業」斉唱

第28回（通算1306回）例会

会長あいさつ

　今日は伊藤幸夫さんが3カ
月ぶりにスリムな体になって
出席されています。ありがとう
ございます。昨日は大寒で1
年のうちで一番寒い時期と
なりました。1月5日の小寒か
ら2月4日の立春までの30日

間が寒中で、その真ん中が大寒です。寒中の食べ物で体
に良いと言われるもののひとつに鶏卵があります。中でも
大寒卵は風水では非常に縁起が良く、子供が食べると病
気にかかりにくく、大人が食べると金運がアップして一年
間はお金に困らないと言われています。大寒の朝に汲ん
だ水は寒の水と言って、雑菌も少ないために一年間腐ら
ず、体に良いと言われています。武道ではこの時期に寒
稽古が始まります。
　今日のプログラムは挽野喜孝さんのロータリー月間に因
んだ卓話を予定でしたが、急遽、石塚征夫さんのパスト会
長卓話に変更させていただきます。挽野さんは先週退院
されましたが、大事を取ってということですのでご了解よろ
しくお願いいたします。
　渋谷重二さんの退会届が理事会で承認されました。

高縁　勝一　会長

パスト会長卓話

　商売の話は過去に何度も
しておりますので、今日は私
がこれまでやってきたことに
ついて話してみたいと思い
ます。私は昭和19年に郡山
市阿弥陀町、現在の本町2
丁目で生まれました。祖父も
父も婿でしたが、初めて男が

生まれました。高校2年までは渋川という苗字でしたので、
子供の頃からの友達からは今でも「シブさん」と呼ばれる
ことがあります。
　橘小学校、第三中学校に行きました。伊野勝彦さんと
は小・中が同じで、挽野喜孝さんは1級上でした。当時の
橘小学校は県内有数の大規模校でした。先輩の原正夫
さんが近所にいて、ボーイスカウトの制服を着ているのを
見て入りたいと思い、入れてもらいました。当時は市内に4
つほどの隊があり、私が入った後すぐにザベリオにもでき
ました。
　ボーイスカウトには、ビーバー、カブ、ボーイ、ベンチャー、
ローバーの5つの隊があり、年齢によって分かれています。
一般的にボーイスカウトと言われているのが真ん中のBS
隊で、小学5～6年から中学2～3年生が中心になっていま
す。昔はそれしかありませんでしたが、だんだん組織が拡
大して小さい子供も入る組織となり、現在はローバー隊の
22才ぐらいまでは隊員となる構成になっています。私も学
校を卒業して社会に出てからもしばらくやっておりました。
　原さんが剣道もやっていたこともあり、私も剣道も始め、
東北高校に行っても剣道とボーイスカウトを続けました。ボ
ーイスカウトの行事に出るために学校を休むことが続いた
ため、教育委員会から証明書を発行してもらって、学校を
休んだことにならないように手続をしておりました。そのこと
が学部長の目に止まり、ボーイスカウトのことを説明したと

ころ、良いことだというで日大の職員が研修を受け、日大に
ボーイスカウトができました。ボーイスカウトでは学校や親
がなかなか教えることのできないことを教えてくれます。
　父は大学を勧めてくれましたが、勉強があまり好きでは
なかったので就職を希望したところ、学校からパラマウン
トを紹介されて入社しました。1カ月の社員研修の後に辞
令をもらったのは、一番やりたくなかった研究部でした。新
製品を出すための製造する機械を作る技術研究課に配
属になりましたが、高卒は私一人で工業大学を卒業した
人たちばかりでした。そのうちに三重県鈴鹿にある研究
所の分室の人選が始まりましたので、これを機に辞めて、
東京に叔父がいましたので遊びに行きました。あまり長く
いるもので理由を聞かれ、仕事が見つかるまでいると言
ったところ、翌日に叔父が田中製作所の仕事を見つけて
きました。ガスの切断機のメーカーで、当時は日本一の会
社でした。配属されたのは設計部で、それも特殊機械の
設計部で、当時でも1台1億もする機械を設計する部署
でした。郡山の国鉄工場にも入れている鉄道の車輪の
焼き入れ機械の設計などをしており、中間検査などにも
行きました。
　私の上には兄がいましたが小さい時に亡くなって実際
には私が長男という存在でしたので、父から戻るように言
われました。たまたま防災会社に応募したところ採用にな
りました。以前は資格がなくても消防の仕事はできました
が、大きな消防法の改正があり、国家試験制度ができま
した。第1回目の試験が郡山であり、受けてみたら受かり
ました。東北で2人しか受からなかったそうです。いずれ
独立しようと思っていましたので、現在の会社を始めまし
た。始まった当時は私一人だけでしたので大きな仕事は
できませんでしたが、だんだん大きな工場との取引ができ、
装置関係もやらなければならなくなりましたので、暫時、社
員を入れて今に至っております。
　40才まで青年会議所にいて終わり、伊野さんから声を
かけられたことがロータリーに入った理由です。私は糖尿
病のため、おいしいもの、要するにカロリーの高い物は食
べられません。もちろんタバコもアルコールもダメです。自
分なりに食事の本などを読んでいますが、どうしてもアル
コールの方に目が行ってしまいます。

石塚　征夫さん　第26代会長

幹事報告
　新会員の承認についてのご連絡をいたしましたが、2名
の会員から異議がありました。
例会変更
◎1/22(水)郡山アーバンRC→7：00PM～会員卓話
　ホテルハマツ
◎1/23(木)郡山南RC→12：00PM～クラブ協議会
　ホテルハマツ

川名　義光　幹事

会計中間報告
　会計報告の通り、ご報告申し上げます。

鈴木　聡　会計

2013～2014年度
国際ロータリーテーマ



会員数
30名

出席者数
21名

欠席者数
9名

出席率
70.00％

前回修正率
80.00％

前々回修正率
100.00％

■ 出席報告　　　　　　　　　鈴木　聡　出席委員長

  ロータリー財団委員会報告　古山英夫　ロータリー財団委員長
◎高縁　勝一さん（石塚さん本日卓話よろしくお願いしますネ。）
◎川名　修一さん（石塚さんの卓話楽しみにしております。）
◎増渕幸三さん（石塚さんの卓話楽しみです。）
◎横田　三郎さん（石塚さんの卓話楽しみに）
　慶徳　孝一さん・大川原利信さん・伊野　勝彦さん
　伊藤　重幸さん・村上　秀元さん・平石　典生さん
　古山　英夫さん

  米山記念奨学会委員会報告　大平裕孝　米山奨学会委員長
◎高縁　勝一さん・慶徳孝一さん・伊藤　幸夫さん
　石塚　征夫さん
　（川島さんのお話を楽しみにしております。）

  スマイルＢＯＸ委員会報告　鈴木聡　出席・スマイルＢＯＸ副委員長
◎横田　三郎さん（石塚さんの卓話楽しみに。）
　古山　英夫さん・小橋　達夫さん・川島　忠さん
　小野塚昇一さん・大平　裕孝さん・遠藤　道行さん
　鈴木　　聡さん

ー閉会点鐘

■ 他クラブ出席者
1/19(日)地区行事　伊野　勝彦さん・小野塚昇一さん

　商売の話は過去に何度も
しておりますので、今日は私
がこれまでやってきたことに
ついて話してみたいと思い
ます。私は昭和19年に郡山
市阿弥陀町、現在の本町2
丁目で生まれました。祖父も
父も婿でしたが、初めて男が

生まれました。高校2年までは渋川という苗字でしたので、
子供の頃からの友達からは今でも「シブさん」と呼ばれる
ことがあります。
　橘小学校、第三中学校に行きました。伊野勝彦さんと
は小・中が同じで、挽野喜孝さんは1級上でした。当時の
橘小学校は県内有数の大規模校でした。先輩の原正夫
さんが近所にいて、ボーイスカウトの制服を着ているのを
見て入りたいと思い、入れてもらいました。当時は市内に4
つほどの隊があり、私が入った後すぐにザベリオにもでき
ました。
　ボーイスカウトには、ビーバー、カブ、ボーイ、ベンチャー、
ローバーの5つの隊があり、年齢によって分かれています。
一般的にボーイスカウトと言われているのが真ん中のBS
隊で、小学5～6年から中学2～3年生が中心になっていま
す。昔はそれしかありませんでしたが、だんだん組織が拡
大して小さい子供も入る組織となり、現在はローバー隊の
22才ぐらいまでは隊員となる構成になっています。私も学
校を卒業して社会に出てからもしばらくやっておりました。
　原さんが剣道もやっていたこともあり、私も剣道も始め、
東北高校に行っても剣道とボーイスカウトを続けました。ボ
ーイスカウトの行事に出るために学校を休むことが続いた
ため、教育委員会から証明書を発行してもらって、学校を
休んだことにならないように手続をしておりました。そのこと
が学部長の目に止まり、ボーイスカウトのことを説明したと

ころ、良いことだというで日大の職員が研修を受け、日大に
ボーイスカウトができました。ボーイスカウトでは学校や親
がなかなか教えることのできないことを教えてくれます。
　父は大学を勧めてくれましたが、勉強があまり好きでは
なかったので就職を希望したところ、学校からパラマウン
トを紹介されて入社しました。1カ月の社員研修の後に辞
令をもらったのは、一番やりたくなかった研究部でした。新
製品を出すための製造する機械を作る技術研究課に配
属になりましたが、高卒は私一人で工業大学を卒業した
人たちばかりでした。そのうちに三重県鈴鹿にある研究
所の分室の人選が始まりましたので、これを機に辞めて、
東京に叔父がいましたので遊びに行きました。あまり長く
いるもので理由を聞かれ、仕事が見つかるまでいると言
ったところ、翌日に叔父が田中製作所の仕事を見つけて
きました。ガスの切断機のメーカーで、当時は日本一の会
社でした。配属されたのは設計部で、それも特殊機械の
設計部で、当時でも1台1億もする機械を設計する部署
でした。郡山の国鉄工場にも入れている鉄道の車輪の
焼き入れ機械の設計などをしており、中間検査などにも
行きました。
　私の上には兄がいましたが小さい時に亡くなって実際
には私が長男という存在でしたので、父から戻るように言
われました。たまたま防災会社に応募したところ採用にな
りました。以前は資格がなくても消防の仕事はできました
が、大きな消防法の改正があり、国家試験制度ができま
した。第1回目の試験が郡山であり、受けてみたら受かり
ました。東北で2人しか受からなかったそうです。いずれ
独立しようと思っていましたので、現在の会社を始めまし
た。始まった当時は私一人だけでしたので大きな仕事は
できませんでしたが、だんだん大きな工場との取引ができ、
装置関係もやらなければならなくなりましたので、暫時、社
員を入れて今に至っております。
　40才まで青年会議所にいて終わり、伊野さんから声を
かけられたことがロータリーに入った理由です。私は糖尿
病のため、おいしいもの、要するにカロリーの高い物は食
べられません。もちろんタバコもアルコールもダメです。自
分なりに食事の本などを読んでいますが、どうしてもアル
コールの方に目が行ってしまいます。

　エコキャップ回収を2月の第3週に行います。

根本　良一　社会奉仕委員長


